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Ⅰ いじめの定義といじめに対する本校の基本認識 

 １ いじめの定義 

 

  「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一

定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通

じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じている

ものをいう。                  （いじめ防止対策推進法 第２条 第１項）  

 

  ＊ 「一定の人的関係」とは、学校の内外を問わず、同じ学校・学級や部活動の児童等や、塾やス

ポーツクラブ等当該児童等が関わっている仲間や集団（グループ）など、該当児童と何らかの人

的関係を指す。 

      また、「物理的な影響」とは、身体的な影響のほか、金品をたかられたり、隠されたり、嫌な 

  ことを無理矢理させられたりすることなどを意味する。けんかは除くが、外見的にはけんかのよ 

  うに見えることでも、いじめられた児童等の感じる被害性に着目した見極めが必要である。 

 

  ２ 「いじめ」についての基本認識 

 

「いじめ」は、児童の心身に重大な影響を及ぼし、その生命または身体に重大な危険を生じさせ

る背景ともなる深刻な問題である。特に｢目に付きにくい」ことの多い「暴力を伴わないいじめ」

の場合、発見してから対応するという姿勢では手遅れになることが少なくない。このことから、児

童全員を対象にした未然防止の考え方を第一とし、その上で、早期発見、早期対応に取り組んでい

く。 

    ○ いじめは、どの児童にも、どの学級にも起こりえるものである。 

  ○ いじめは、人権侵害であり、人として決して許される行為ではない。 

  ○ いじめは、大人には気付きにくいところで行われることが多く、発見しにくい。 

    ○  いじめは、いじめられる側にも問題があるという見方は間違いである。 

    ○ 遊びや悪ふざけのように見えることが、いじめにつながっていることがある。 

    ○ いじめは、学校、家庭、地域社会など、児童を取り巻く関係者がそれぞれの役割を果た 

    し、一体となって取り組むべき問題である。 

 

 

Ⅱ いじめ防止等のために取り組む姿勢 

学校は、保護者や地域の方々といじめ防止に向けた共通の認識を図り、連携して取り組むことが

大切である。 

 １ 学校及び教職員 

   児童が安心して学習その他の活動に取り組めるよう、児童理解に努め、いじめの防止と早期発 

  見に努める。そのために、全職員が、一人一人を大切にし、組織的・計画的にいじめの未然防止 

  に取り組むことが重要である。  

 

 ２ 児童 

      いじめは人として決して許される行為ではないことを理解し、自他を尊重する。いじめを傍観

している者も、いじめに関与していることと同じであるという認識をもてるようにする。また、

いじめを自分の問題として捉え、児童自らがいじめについて学び、児童自身の取組を活性化する

必要もある。 

 

 ３ 家庭 

      保護者は子どもを教育する責任がある。保護者自身がいじめに対する正しい認識をもち、子ど

もの規範意識を養うための指導、その他の必要な指導を行うように努めなければならない。 
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   また、我が子がいじめを受けたとき、子どもの SOS をキャッチできるよう、子どもの変化

を見逃さないようにすることが大切である。 

   一方、我が子がいじめに関与したとき、子どもが自分の行為と向き合い、安心して事実を話

せる雰囲気づくりが大切である。そして、子どもがいじめに関与した事実を話したときは、そ

れを謙虚に受け止め、子どもと共に悩み考え、行った行為に向き合い、いじめを受けた子に心

から謝罪しようとする姿勢をもつことが大切である。 

 

 ４ 地域住民 

   地域の住民は、あいさつ運動や各種行事などを通して、学校や家庭と連携し、子どもを見 

  守り、育てる意識をもって対応する。 

 

Ⅲ いじめ防止等のための対策 

  

１ いじめ防止対策年間計画（別紙１）   

 

２ いじめ防止対策委員会の設置 

（１） 目的 

        校内いじめの防止等に係る委員会を設置し、その対策を検討することで、いじめ防止等に

ついて組織的・積極的に対応する。 

 

 （２） 名称                                      

     水戸市立三の丸小学校いじめ防止対策委員会                    

  

（３） 組織の構成                                   

     校長、教頭、教務主任、生徒指導主事、養護教諭、学年主任、人権教育担当、 

豊かな心育成コーディネーター、 

（必要に応じて）  

スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、心理・福祉等に関する専門的な知識

を有する者、学校運営協議会委員、ＰＴＡ会長       

 

  （４） 開催 

ア 定例委員会  学期に１回開催する。（学校生活に関するアンケート調査実施後）   

   

イ 臨時委員会  必要に応じて開催し、迅速な対応に努める。    

          

３ いじめの未然防止                         

 

  （１） 一人一人が安心して生活できる温かな学級、学校づくり 

子どもたちが、主体的な活動を通して、自分自身を価値ある存在と認め、大切に思う「自尊

感情」を感じられる『心の居場所』としての学級をつくる。 

     子どもたちは周りの環境によって大きな影響を受けやすく、学校では、教職員の姿勢が重要

な教育環境の一つとなる。教職員が、子どもたちに対して愛情をもって接し、特に、配慮を要

する子どもたちを中心に据えた温かい学級経営や教育活動を展開することによって、子どもの

主体的な活動を促し、自己存在感や肯定感を高め、いじめを未然に防止する。 

 

   ア 職員間の共通理解と協働体制の確立 

温かい学級経営や教育活動を学年や学校全体で展開していくためには、教職員の共通理 

    解が不可欠であり、気軽に相談したり話し合ったりできる雰囲気が大切である。また、校内 

    の運営組織が有効に機能し、様々な問題に対応するための体制を構築する。 

    ・学校経営全体構想（めざす学校像、めざす教師像、めざす児童像）の共通理解 
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・学級経営、学習指導、生徒指導等の研修体制の確立と充実 

・個別指導、個別面談等、子供と向き合うための時間の確保 

 

   イ 認め合い支え合う仲間のいる温かな学級・学校づくり 

         どの子にも活動の場や、活動の成果を確認したり認め合ったりする機会を設け、自己の 

    存在意義を感じ取ったり、人の役に立った充実感を味わったりできるようにする。 

・学級の児童の実態把握 

・活躍の場の確保 

・子供の特性を認め、見守る教師の温かなまなざし 

・連絡帳等を活用した児童理解 

・SOS の出し方のトレーニングやアサーショントレーニングの実施 

 

   ウ 分かる授業の実践 

子どもが、学級や学年、学校を『自分の居場所』と感じ、安心してそこにいられるように

しなければならない。そのためには、授業改善、授業の見直しを行い、どの子も基礎的な学

力を身に付け、認められているという実感をもって学校生活が送れるようにする。 

・規律を守り、落ち着いて学習に取り組む姿勢づくり 

        ・全ての子供が参加、活躍できる授業の工夫 

        ・授業力向上のための相互参観、研修等の計画と実施 

    ・いじめ問題や性的マイノリティに対する理解を深めるための授業の実施 

 

    エ 子どもの主体的な活動を取り入れた特別活動、学校行事の実践 

自発的、自治的な活動を行う中で、子どもは自己有用感を高め、相手を思いやったり、認

め合ったりすることができるようになる。教師は、活動全体を見渡し、どの子も活躍できる

「場づくり」のために、計画的、意図的に働きかける。 

・友の輪班活動（ふれあい遊び、愛校活動）  

        ・児童会活動・委員会活動、クラブ活動 

        ・運動会、遠足、宿泊学習 

・児童会の取組による「いじめ防止フォーラム」や児童参加によるワークショップ等   

      の開催 

 

 （２） 命や人権の尊重と豊かな心の育成 

     人権尊重精神の涵養を目的とした人権教育や思いやりの心を育てる道徳教育を充実させる

ともに、様々な体験活動を通して人や物との関わりを深めることが、子どもの豊かな心の育

成のために必要である。 

 

   ア 人権教育の推進 

         いじめは、相手の人権を踏みにじる行為であり、決して許されるものではないことを子ど

もたちに理解させる。子どもたちが、人の痛みを思いやることができるように、あらゆる場

で生命尊重の精神や人権感覚を育み、人権意識の高揚を図っていく。 

・人権教育に関する職員研修の実施 

        ・「いじめをなくそう人権教室」の開催 

        ・児童の実態把握のため「児童理解委員会」の設置と計画的な開催 

        

   イ 道徳教育の充実 

         「いじめ」は道徳的判断力や規範意識の低さが原因となって起こることがあるため、「い

じめ」の予防には「道徳の時間」を核として学校の教育活動全体を通じた道徳教育の充実が

必要である。他人の痛みを理解し、思いやりの心をもった、人間性豊かな子どもを育成する

ことを目指して、学級の子どもたちの実態に合わせて題材や資料を吟味し、展開を工夫する

など、道徳の時間の指導の改善に努める。 
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        ・児童の実態の把握と指導の重点の検討   

        ・道徳的実践力の向上 

        ・年間指導計画の見直し 

        ・道徳の授業の相互参観等，道徳教育に関する職員研修の実施 

    ・情報モラルに関する指導の充実 

 

ウ 体験活動の充実 

子どもたちは、他者との関わりの中で自己と向き合い、集団の中での自分の役割を発見し

たり自己有用感を感じ取ったりすることができる。そのため福祉体験やボランティア活動な

どを意図的に学校教育活動の中に取り入れ、発達段階に応じて計画的に実施していく。 

        ・福祉体験学習の実施 

        ・地域協働体験活動への参加 

        ・ボランティア活動の充実 

        ・親子ふれあい活動の工夫 

 

 （３） 保護者や地域の方々との連携 

いじめのもつ問題性や家庭教育の大切さなどを保護者に積極的に伝えたり、各種地域団体

と連携したりして、子どもたちの生活を見守っていく。 

 

ア 保護者への意識啓発 

・スクールカウンセラー等の活用 

・情報モラルに関する講習会の実施 

・「いじめをなくそう人権教室」への参加呼びかけ 

・「学校だより」での話題提供 

    ・学校保健安全委員会の開催 

 

   イ 地域との連携 

        ・スクールガードによる見守り 

        ・「あいさつ運動」での連携 

        ・学校公開日の開催や地域の行事への参加 

 

Ⅳ いじめの早期発見 

 

いじめは、早期の発見が早期の解決につながる。日頃から、教職員は子どもの小さな変化を敏感

に察知し、いじめの予兆を見逃さないように努め、気付いた情報を全ての教師間で共有するととも 

に、保護者や地域の方とも連携して情報の収集に当たるようにする。「早期認知」「早期対応」が 

早期解決の鍵となる。 

   

１ 早期発見のための取組 

 （１） 教職員の感受性を高める 

      集団の中で、子どもの些細な変化や配慮を要する状況をいち早く察知し、だれにも言えず

にいるつらさを敏感に感じ取れる感受性を高めることが求められる。そのため、子どもの言

動を共感的に受け止め、その内面を理解しようとするカウンセリング・マインドを高める職

員研修を実施する。 

  

 （２） 教職員の人権感覚を磨く 

           学級、学校の子ども一人一人の人格を尊重し、その個性と真摯に向き合いながら教育活動

を行っていかなければならない。人権感覚を磨き、子ども一人一人の特性を理解し、どの子

も大切にする教職員の姿勢について、職員研修を実施する。 
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 （３） 学校での取組 

今まで当たり前に、あるいは何気なく行ってきたことを、意識的に、積極的に活用し、早

期発見に努める。 

        ・日々の観察（健康観察、表情や顔色、友人との関わり）  

        ・日記や連絡帳などを活用した情報収集と信頼関係づくり 

        ・「いじめ早期発見のためのチェックリスト」の活用 

        ・学校生活アンケート調査（毎月）の実施   

        ・養護教諭との連携と情報の共有（保健室の利用状況、欠席の様子）  

     ・職員会議等での情報交換 

        ・児童理解委員会、児童理解小委員会（不定期） の実施により不登校、長欠、問題行動等 

     気になる子どもについての状況確認と情報の共有化 

        ・相談ポストの設置（１階、２階に各１つずつ、養護教諭と生徒指導主事が回収）と相談 

     体制の確立 

    ・オンライン相談窓口の開設 

    ・スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等との相談 

・「いじめ相談ダイヤル」等の情報の提供 

・教育ダッシュボードによる「こころの健康観察」の活用、日常的な実態把握 

      

  （４） 家庭との協力体制づくり 

        ・二者面談での情報収集 

        ・保護者会、学年行事等を活用しての情報交換や教育相談 

        ・電話や連絡帳を活用した積極的な信頼関係づくり 

                       

  （５） 保護者、地域との協力体制づくり 

    ・朝の見守りでの声かけ、観察 

        ・下校指導での声かけ、観察 

        ・スクールガード活動時の声かけ、観察 

        ・三の丸市民センターの交流事業等を通しての情報交換 

 

 （６） 警察との連携 

    ・犯罪に相当する事案を含むいじめ対応における警察との連携（いじめ防止対策推進法第 

２３条による）  

     児童ポルノ関連のいじめ事案に関しては、一刻を争う事態も生じることから、被害の拡

大を防ぐため、直ちに警察に相談・通報する。いじめが犯罪行為に相当し得ると認めら

れた場合には、学校は警察へ相談・通報する。 

    ・警察との日常的な情報共有体制の構築による連携強化 

    ・保護者と学校がともにいじめ防止対策を共有するための普及啓発の推進 
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Ⅴ いじめ発生時における連絡体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



7 

 

 

 

Ⅵ いじめに対する措置   
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２ いじめを発見したときの対応 

いじめと疑われる行為を発見したり情報提供を受けたりして、いじめを認知した教職員は、そ 

   の場で直ちにいじめの行為を止めるとともに、学級担任、生徒指導主事、管理職に報告する。 

   学級担任と生徒指導主事は、関係した子どもから話を聴き取り、事実確認を即日行う。 

 

３ いじめを確認したときの対応 

直ちに「三の丸小学校いじめ防止対策委員会」を招集し、全職員に情報を伝える。指導方針と

役割分担を決定し、速やかに指導を行う。 

 

（１）いじめられた子どもに関して 

子どもへの支援 

    ・共感的理解を第一として、つらい気持ちを受け入れ心の安定を図る。 

        ・「最後まで守ること」「知られたくないことは守ること」を伝える。 

       ・心の安定のために、教室以外の場所に居場所をつくることも考える。家庭での休養も想定

し、登校や学校生活に関して決して無理をさせない。 

 

       保護者への支援  

・当日中に家庭訪問をして、事実関係を伝える。 

        ・学校の指導方針を伝え、今後の対応について相談する。 

        ・保護者の不安や心配を理解し、共感的に受け止める。 

        ・子どもの様子を見守り、どんなことでも遠慮なく相談してほしい旨を伝える。 

        ・今後も連携しながら継続して見守り、再発防止に努めることを伝える。 

 

（２）いじめた子どもに関して 

子どもへの対応・指導 

        ・いじめるに至った背景や心情について十分に聴き取り、形式的、表面的な理解にならない

ようにする。 

        ・疎外感や孤独感を与えないような教育的配慮の下、毅然とした態度で粘り強く対応し、いじ

めは相手の人権を踏みにじる行為で決して許されないものであることを理解させる。 

・自己有用感や自尊感情を高めるような関わりを続け、不満やストレスでいじめに向かわない 

     ような心を育てる。 

・いじめを受けた児童が安心して教育を受けられるよう、必要に応じて接触を防ぐ措置を講じ

る。 

 

保護者への対応・助言 

        ・当日中に家庭訪問をして、冷静に事実関係を伝える。 

        ・学校の指導方針を伝え、今後の対応について伝え協力を求める。 

        ・ことの重大さを理解してもらい、家庭での指導について協力を求める。 

        ・いじめられた子ども・保護者の心情について理解を求め、よりよい解決のために連携して

継続的に指導に当たりたい旨を伝える。 

           

 （３） 周りの子どもたちへの対応 

・必要に応じて、学級指導、学年集会、全校集会等を行い、いじめは絶対に許されない行 

      為であり、根絶しようという態度の大切さを理解させる。 

        ・教職員全体の共通理解の下、計画的に指導し、見て見ぬふりをしたり、周りではやし立て

たりする行為もいじめを肯定していることだと伝える。 

        ・新聞や読み物資料などを活用して話し合う機会を設定し、いじめを自分のこととして考 

      えられるようにする。 
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 ４ 関係機関との連携     

 （１） 教育委員会との連携 

    ・学校で抱え込むことなく、速やかに教育委員会に報告し、問題の解決に向けて指導助  

     言等の必要な支援を受ける。 

 

 （２） 警察、その他の機関との連携 

    ・学校警察連絡協議会を活用し、定期的に情報を交換するなどして、相互協力体制を整えて

おく。 

        ・暴力、恐喝など、犯罪と認められる事案に関しては、速やかに所轄の警察に連絡し、連携

して対応する。 

        ・いじめの実情に応じて、福祉相談センター、スクールカウンセラー、児童民生委員等に連

絡し、連携して子どもの心のケアや支援を行う。 

    ・インターネットや携帯電話等による誹謗中傷については、迅速かつ組織的に事実把握を行

い、直ちに削除等の措置を行うように努める。また、必要に応じて、関係機関等の協力を

求める。  

 

 ５ いじめの解消について 

 （１） 「いじめの解消」の定義  

 加害者に指導したり、加害者が被害者に謝罪したりしたことでいじめが解消したと判断するの

ではなく、次のア、イの両方を満たした場合、いじめが解消したと判断する。 

 

ア いじめに係る行為が止んでいること 

  被害者に対する心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネット等を通じて行われる

ものを含む）が、止んでいる状態が相当の期間継続していること。この相当の期間とは、少な

くとも３か月を目安とする。ただし、いじめの被害の重大性から、さらに長期の期間が必要で

あると判断される場合は、この目安に関わらず、学校の設置者又は学校の判断により、より長

期の期間を設定するものとする。 

イ 被害児童が心身の苦痛を感じていないこと 

  いじめに係る行為が止んでいるかどうかを判断する時点において、被害児童がいじめの行為

により心身の苦痛を感じていないと認められること。被害児童及び保護者に対し、心身の苦痛

を感じていないかどうか面談等により確認する。 

 

Ⅶ 重大事態への対処 

   

１ 重大事態の定義 

（１） いじめにより生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあるとき 

（以下の事例の場合など） 

       ・暴力を受け、骨折した。 

        ・心的外傷後ストレス障害と診断された。 

    ・金銭を強要された。 

    ・欠席が続き、当該校への復帰ができないと判断し、転学した。 

 

（２） いじめにより相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑いがあるとき 

   （以下の事例の場合など） 

    ・いじめを認知し、解消に向けて取り組んでいるが、被害児童の欠席が継続的又は断続的

    に続いている。 

    ・一定期間連続で欠席しており、学校ではいじめの認知はしていないが、児童保護者から

    「いじめがあり、学校に行きたくない」との申立てがあった。 

 

（３） 児童や保護者から、いじめられて重大事態に至ったという申立てがあったとき 
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２ 重大事態が発生した場合の基本的な姿勢 

   ○ 重大事態発生時の体制・・・【Ｐ１1 に掲載】 

 

 （１） いじめられた子どもへの支援 

    ・複数教員による支援体制の整備と子どもの安全の確保                 

    ・スクールカウンセラーによる保護者も含めた心のケア 

       ・カウンセリングアドバイザー等の活用によるケア 

       ・本人の状況に合わせた登校支援、学習支援の工夫 

       ・必要に応じて適応教室への通級等の働きかけ 

 

 （２） いじめた子どもへの指導 

       ・別室での学習の実施 

       ・出席停止等の措置 

・警察への通報・相談 

        ・スクールカウンセラーによる保護者を含めた心のケア 

        ・カウンセリングアドバイザー等の活用によるケア 

 

 （３） 教育委員会、関係機関との連携 

       ・教育委員会への報告と連携 

        ・福祉相談センター、児童民生委員等への連絡と連携 

        ・警察への連絡と連携 
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  ≪重大事態発生時の体制≫ 
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三の丸小学校いじめ防止対策年間計画 

 
学期 

 

 
月 
 

 
主 な 施 策 

 

 
具 体 的 な 対 応 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

前 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

期 

 
 
 

４月 
 
 
 
 

・学級開き 
◆校内児童理解委員会○１  
・家庭確認 
・授業参観・懇談会、ＰＴＡ総会 
・友の輪班活動・友の輪班遠足 
・相談ポストの設置 
・オンライン相談窓口 
○楽しい学校生活のためのアンケート 

・引き継ぎの確認、児童の実態把握 
・問題行動、友人関係、家庭環境等配慮すべき内
容の確認と共通理解 
・いじめ予防に関する学校の基本方針の説明と共
通理解 
・相談ポストの活用 
・問題行動、配慮を要する児童等についての情報
交換 

 
 
 

 
５月 

 
 

○楽しい学校生活のためのアンケート 
・地域協働事業（田植え） 
◇いじめ防止対策委員会○１  
・いじめ防止基本方針についての研修 

・学校生活全般についての意識の把握 
・他校児童とのふれあい 
・いじめ・不登校に関する情報交換と対応 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

６月 
 
 
 
 

○楽しい学校生活のためのアンケート 
・ふれあいプランに係るあいさつ運動 
・地域協働事業（イモ苗植え） 
・学校運営協議会 
・授業参観・懇談会 
★人権教室 
◆校内児童理解委員会② 

・地域、保護者と連携してのあいさつ運動の実施 
・問題行動、配慮を要する児童等についての情報
交換と支援の検討 

７月 
 
 
 

○楽しい学校生活のためのアンケート 
・情報モラルに関する講習会 
・学校保健安全委員会 
★いじめ防止に向けたスローガン決め 

・長期休業前の悩みやいじめの把握と対応 
・保護者からの情報収集と学校からの情報提供 
・メディア教育指導員によるインターネットの安
全な使い方に関する講習会の実施 

８月 ・いじめ防止のための校内研修会 ・長期休業中の児童の様子の把握 
・職員研修会の実施 

９月 
 

○楽しい学校生活のためのアンケート 
・地域協働事業（稲刈り） 
★「いじめ防止フォーラム」実施 
◆校内児童理解委員会③ 

・長期休業後の実態把握 
・他校児童とのふれあい 
・人権擁護委員を招聘しての人権教室の実施  

 
 
 
 
 
 
 
 

後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

期 

10
月 

・創立記念お誕生のつどい 
○楽しい学校生活のためのアンケート 
◇いじめ防止対策委員会○２  

・学校生活全般に関する意識と実態の把握と対応
策の検討 

・いじめ等に関する情報収集 
・いじめ防止に向けての意識付け 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

11
月 

○楽しい学校生活のためのアンケート 
・学校公開、子どもまつり、PTA 
・さわやかマナーアップ運動 
・学校運営協議会 
・友の輪班による落ち葉はき 
◆校内児童理解委員会④ 
・地域協働事業（イモ掘り） 

・学校生活に対する意識の把握と対応 
・保護者、地域の方とのふれあい 
・異学年交流をとおしての心のふれあい 
・問題行動、配慮を要する児童に関する情報交換

と支援の検討 

12
月 

・授業参観、懇談会 
○楽しい学校生活のためのアンケート 
・学校保健安全委員会 
・地域協働事業（収穫祭） 

・保護者からの情報収集と学校からの話題提供、
共通理解 

・健康・安全な生活 
・他校児童とのふれあい 

１月 ○楽しい学校生活のためのアンケート ・長期休業後の児童の実態把握と支援の検討 

２月 

○楽しい学校生活のためのアンケート 
◇いじめ防止対策委員会○３  
・学校保健安全委員会 
・学校運営協議会 
・授業参観、懇談会 
・友の輪班活動・友の輪班感謝の会 
・はばたけ６年生のつどい 

・学校生活全般についての意識と実態の把握と対
応策の検討 
・年間行事やいじめ防止対策についての見直しと
次年度の構想 
・保護者との連携等についての振り返りと協力体

制の見直し 
・それぞれの役割を果たす充実感や、温かい心の

ふれあい等を実感できる場の設定 

 
 
 
 
 

 

３月 
○楽しい学校生活のためのアンケート 
◆校内児童理解委員会⑤ 
・次年度学級編成、引き継ぎ 

・次年度への引き継ぎ事項の確認 
・次年度に向けての協力体制作り 
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＜本校としての主な施策について> 
 
                                  
 
   ◇ いじめ防止対策委員会 
 
     ・開催回数 ：  年３回（５月、１０月、２月） ＊必要に応じて即時開催 
     ・メンバー  ：  校長、教頭、教務主任、生徒指導主事、人権教育担当、養護教諭 
                     学年主任 
                   ＊必要に応じて 
                     水戸二中スクールカウンセラー、心理・福祉等に関する専門的な知識を有 
           する者、学校運営協議会委員、ＰＴＡ会長 
     ・ねらい    ： いじめの防止等について組織的・積極的・継続的に対応し、いじめの未然 
                     防止と再発防止等に取り組む。 

 
 
 
   ◆ 校内児童理解委員会 
 
     ・開催回数  ：  年５回 （４、６、９、１１、３月） 
     ・メンバー  ：  校長、教頭、教務主任、生徒指導主事、特別支援コーディネーター、当 
                    該学年主任、当該学級担任 
     ・ねらい    ：  個々の児童の問題について共通理解をするとともに、支援計画を検討し、 
                問題の解決を目指す。 
 
 
 
   ○ 楽しい学校生活のためのアンケート 
 
      ・実施回数 ： 毎月実施（８月を除く）   
      ・対 象    ： 全児童 
      ・ねらい    ：  学校生活全般について、個々の児童の意識や実態を把握し、問題の発見 
                     と早期対応を目指すとともに、いじめにつながる問題等の情報収集を行 
           う。 
      ・内 容    ： 「より楽しい学校生活のためのアンケート」 
 
 
 
 
 
   ★ いじめをなくそう人権教室  
                                                
   ・対象学年 ： 第３学年児童（３学年の保護者にも参加を呼びかける）  
      ・実施時期  ： １学期中（講師の方の都合で変更あり） 
      ・ねらい    ： いじめは絶対にしてはいけないことであり、許してはいけないことであ 
                     るという意識付けを図る。 
      ・指導内容  ： 人権擁護委員をゲストティーチャーに迎え、資料や DVD を活用した指 
                     導を行う。 
 
 
 
 
   ★ 「いじめ防止フォーラム」 
                                               
    ・実施時期 ： ９月ごろ  
      ・対象学年  ：  全学年、全学級 
      ・ねらい    ：  児童が、いじめのない明るい学校づくりのために自分たちに何ができる 
                 かを考え、思いや願いを語り合うことによって、相互理解や連帯感を高 
           め、いじめ防止に向けての心の育成を図る。 

・内 容    ：  三の丸小スローガンの発表、友の輪班でのゲーム等をとおして、いじめ  
         のない学校にしようとする意識を高める。               
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水戸市立三の丸小学校「いじめ防止対策委員会」設置要綱 

 

 

(趣旨）  

第１条 この要綱は、「いじめ防止対策推進法」（平成２５年法律第７１号として平成２５年６月 

   ２８日公布）に基づき、三の丸小学校いじめ防止対策委員会の設置及び運営について、必要 

   な事項を定める。 

 

(目的）  

第２条 学校が、校内にいじめの防止等に係る委員会を設置し、児童・保護者に対して、いじめ防 

   止等について組織的・積極的・継続的に対応する姿勢を計画に示すとともに、いじめ防止等 

   に対する学校の徹底した取組を通して、未然防止及び再発防止等に取り組むことを目的とす 

   る。 

 

(組織）  

第３条 「いじめ防止対策委員会」の委員は次の者で構成する。 

         校長、教頭、教務主任、生徒指導主事、学年主任、人権教育担当、養護教諭 

        【必要に応じて】水戸二中スクールカウンセラー、心理・福祉等に関する専門的な知識を有 

           する者、学校運営協議会委員、ＰＴＡ会長、SSW 

 

(取組内容）  

第４条  「いじめ防止対策委員会」は、次の役割を担う。 

      （１） いじめの未然防止の体制整備及び取組 

      （２） いじめの状況把握及び分析 

      （３） いじめを受けた児童に対する相談及び支援 

      （４） いじめを受けた児童の保護者に対する相談及び支援 

      （５） いじめを行った児童に対する指導 

      （６） いじめを行った児童の保護者に対する助言 

      （７） 専門的な知識を有する者との連携 

      （８） その他いじめの防止に係ること 

           ※具体的な内容は別紙 

 

（会議・運営）  

第５条 「いじめ防止対策委員会」は、校長が招集し、原則学期１回開催する。ただし、状況に応 

   じて即時開催するものとする。 

第６条 この「いじめ防止対策委員会要綱」に定めるもののほか、委員会の取組、運営等必要な事 

   項は校長が定める。  

 

付則  この要綱は、平成２６年４月１日より施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


